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特集

■一部変更になることもあります

編集後記
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災害看護教育に生きた 
シミュレーションを─震災を例にして

災害看護教育におけるシミュレーションの役割　　山田百合子
日本赤十字社の取り組み─災害シミュレーション演習　　横田栄子
被災体験シミュレーション─地域に根差した防災の担い手「防’z」の取り組み　　上田真仁
災害発災時救助・救護活動のための机上シミュレーション　　長家智子
【第 2特集】
石巻赤十字看護専門学校の復興に向けて　　 
工藤三枝子，池田由美子，西田朋子，池本義子，藤田美佐子

【連載】
PBL再考─教員として体験したマクマスター大学における PBL・3　　Mernagh豊澤英子
九州・沖縄からの風　学生が綴る看護への想い・3　　土生穂奈美
沖縄から漕ぎ出す「島しょ保健看護学」の船出・5（最終回）　　前田和子，大湾明美
実習の経験知　育ちの支援で師は育つ・7　　新納美美
ナイチンゲール伝・9　　茨木　保
学生の目　教員のまなざし・15　国際メディカルテクノロジー専門学校
Mail From USA─『JNE』を読み，世界の看護教育の流れを知る・35　　杉本敬子

●「ゆとり教育」。それまでの「詰め込み教育」からの脱却のため，
教育内容を絞って始まったもので，できた「ゆとり」を社会性や
倫理観を養い，国際性や社会参加・社会貢献の意識を高める総
合学習の時間にあてる，というものでした。いわゆる「学力の
低下」を理由に見直されることとなりましたが，その因果関係
は文科省内部ですら確定されていません（理科などはむしろ成
績上昇という結果が出ている）。ましてや，「ゆとり教育」と指
示待ちや意欲不足，逆ギレなどの態度を直接結び付けるデータ
はないのです。●受験産業が「成績低下」を広報したことは明ら
かになっていますが，その際にも態度の変容などには言及して
いません。誰がそれを言い出し広めていったのか，それによっ
て誰が得をしたのか，皆さん「ゆとり」をもって考えてみてくだ
さい。 …大野

●ちょっと前まで学生だった私にとっては，今回の特集で紹介
された「お悩み」には，身に覚えのあるものも少なくなく，原稿
が届くたびに耳の痛みを耐え忍ぶ日々でした。「最近の学生は
まったく……」と言われる側の立場で，教授陣の失望の眼差し
を一身に浴びていた私も，気がつけば月刊誌の編集者。状況は
一変し，今では著者の先生方，編集室の先輩方を呆れさせるほ
どの存在になっています。●そんな私の悩みの種は，もう数か
月もすると後輩が入社してきてしまうことです。新人だからと
大目に見てもらえるのもあとわずか。また，後輩までがっかり
させてしまうのはさすがに申し訳が立ちません。しっかりせね
ば。●とりあえず，『社会人 1年目のうちに読む本』『どうしよう，
こんな僕にも後輩が』『サルでもわかる先輩学入門』あたりのハ
ウツー本を，誰かが書いてくれるよう願っています。 …加藤
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